
 

 

 

The way to get started is to quit talking and begin doing. 
 

２学期も残り３週間となりました。生徒たちは、学校行事や生徒会活動、部活動を通して、集団をまとめるこ
との難しさを体感したり、集団のために自分ができることを探したりしながら、日々たくましく成長している
ように感じます。 
先月は生徒総会が行われ、生徒会執行部や各委員長が考えた活動案が可決されました。執行部や委員長の生

徒たちは、全校の前で堂々と活動について語り、質問に答えていました。 
学習面でも、少しずつ学習に取り組む生徒が増えてきたように感じます。その一方で授業を見ていると、「や

っても分からないから」「どうせできないから」と自分で限界を決めている生徒がいるようにも感じます。 
世界的に有名なアニメーションキャラクター「ミッキーマウス」をはじめとするキャラクターの生みの親で、

「ディズニーリゾート」の創立者であるウォルトディズニーは、数々の失敗、倒産等を経験しました。しかし、
国際的な成功を収めるまで、努力し続けたそうです。そのディズニーはこんな言葉を残しています。 

The way to get started is to quit talking and begin doing. 
（何かを始めるには、しゃべるのをやめて行動し始めなければならない。） 

 
今月からテキスト学習が始まります。テキスト学習を通して、これまでの学習を復習することができ、受験に

対する基礎学力が身に付いていきます。「分からないから」「どうせできないから」と言うのは簡単ですが、この
テキスト学習をきっかけに「分からないところをもう一度分かるようにチャレンジしてみる」という気持ちで
取り組めるよう、教職員もサポートさせていただければと思います。ご家庭でもお子様の取り組みに対し、励ま
しの言葉をいただけたら幸いです。 

１組担任 山崎 拓郎 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

                                                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

礼儀正しくしよう。 

・近所の人・先生・友達に心を込めた

挨拶をしよう。 

・正しい言葉遣いを心がけよう。 

1２ 月の生活目標 

 

○高岡地区新人大会 

ハンドボール男子  １位 

ハンドボール女子  ２位 

剣道 男子団体   ３位 

卓球 女子団体   ３位 

バドミントン女子シングルス  ３位  

○第２９回青井中美展 絵画・入選 

3名 

○文部科学大臣杯第 14回全日本少年春季

野球大会富山県大会 

 軟式野球      １位 

○氷見市卓球選手権大会 

卓球 中学女子個人 １位  

           ２位  

の行事予定 

２日（金） 学納金口座引落、入学説明会 
８日（木） 西條デー 

アウトリーチ活動推進事業 
９日（金） 保健体育科心肺蘇生法講習会 

１３日（火） 中学生への福祉・介護の出前講座 
１４日（水） 西條デー 
２０日（火） 書初練習会 
２１日（水） 保護者会（午後） 
２２日（木） 保護者会（午前・午後） 
２３日（金） 終業式、西條デー 
２６日（月） 冬季休業開始（～１月９日） 
２９日（木） 閉庁（～１月３日） 

保護者会のお知らせ 
 １２月２１日（水）、２２日（木）に保護者会を行います。お子様の学校における様子や冬休み中

の生活などについて懇談したいと思います。ご出席のほど、お願いします。 

※面談時間などの詳細については、各学級担任からお知らせします。 

※面談の折に「通知表」をお渡しします。 

※通知表の出欠の記録は、１２月１６日（金）までのものです。 

※上履きをご持参ください。また、廊下が集合場所のため、防寒の備えをお願いします。 

※マスクの着用、生徒玄関での手指消毒をお願いします。 

※発熱、風邪症状のある場合はご来校をお控えいただき、その旨を担任までご連絡願いま 

す。面談日時については、改めて相談します。 

書初練習会 
 ２０日（火）に書初練習会を行います。今年度２年生の課題は「白梅の香」です。書初道具の準

備をお願いいたします。 

【準備物】 

墨汁、墨入れ、大筆、小筆、文鎮、すずり、新聞紙１日分、書初用下敷き、ビニールシート（も

しくは新聞紙）、ごみ入れビニール袋、体操服上下 

※練習用紙１２枚は学校で準備しますが、それ以上必要な場合は各自で準備してください。 

制服について 
  本校では制服として、黒の標準学生服を着用する「制服①」と、紺のセーラー服を着用する「制

服➁」の２つのタイプがあります。「制服➁」について、スカートのほか、スラックスを着用するこ

とができます。呉服店や洋品店に問い合わせていただくほか、１２月２１・２２日に行われる保護

者会において、Ａホールに展示いたしますので、ご覧ください。 

着用を希望される場合は、担任までお知らせくださいますよう、お願い申し上げます。 

 

常任委員会 

アルミ缶・ 

ペットボトルキャップ

回収 

受賞伝達式 
挨拶運動 



 

 

 

 

 僕がＣＨＩＫＯ先生の講演を聴いて心に残ったことは、ＣＨＩＫＯ先

生の前向きな姿です。ＣＨＩＫＯさんはつらい経験から自分にコンプレ

ックスをもっていたのに、自分を好きになるために歌手を目指し、何度

も自分の歌声を聴き練習されていました。つらい過去を乗り越えて、自

分のことを大勢の前で話している姿に尊敬しました。また、歌声も心に

残りました。とても迫力のある歌声で、聴いていると鳥肌が立ちまし

た。ＣＨＩＫＯ先生の講演を聴き、やはり最後には努力が結果につなが

ると感じたので、今後生かしていきたいと思います。 

１組  

 私は、ネガティブだったけれど歌と出会ったことでポジティブになっ

たというＣＨＩＫＯ先生の話が印象に残りました。ＣＨＩＫＯ先生は、

幼い頃に歌に興味がなかったと聞いて、自分も今は興味をもてないこと

でも、いつか興味をもつときが来るのかと思いました。また、自分もネ

ガティブになることがあるので、ＣＨＩＫＯ先生のようにポジティブに

考えたいと思いました。また、ＣＨＩＫＯ先生が、歌が上手なのは十年

間練習してきたからだと聞き、私だったら十年間も続けれないと思った

ので、ＣＨＩＫＯ先生は素晴らしいと思いました。 

２組  

 ＣＨＩＫＯ先生はハーフで日本人よりも少し肌の色が黒いという理由

でからかわれたり、他の人と違うことをするのが恥ずかしいと思ったり

していたのに、勇気を出して歌手になりました。歌声からは、たくさん

練習して努力を積み重ねたことが伝わってきました。ＣＨＩＫＯ先生は

自分のコンプレックスを自分の個性の一つとしていて、過去のつらい経

験も乗り越えて強く生きている姿がかっこいいと感じました。歌が上手

で、初めて本物の生歌を聴けたのもよい経験になりました。 

 

３組  

 私がＣＨＩＫＯ先生の講演を聴いて思ったことはたくさんあります。

一つ目に、とても歌が上手だということです。特に、三曲目が印象に残

りました。ＣＨＩＫＯ先生は、何度も自分の歌声を聴き、悪いところを

直すことを繰り返して練習したとおっしゃっていて、ＣＨＩＫＯ先生は

たくさん努力を積んできたのだと思いました。二つ目に、ＣＨＩＫＯ先

生のように元気で明るい人でも、苦労がたくさんあったということで

す。明るく元気のある素敵な女性は、幼い頃から周囲の人気者だったの

だろうと考えていましたが、見た目等にコンプレックスをもち、自分が

嫌いだった過去があると聞き、たくさんの努力と苦労をしてこの講演を

しているのだと思うと、とてもかっこいい大人に見えました。 

 

１組  

 僕が講演を聞いて思ったことは三つあります。一つ目は、先生はメン

タルが強いということです。肌や髪の色について周りの人から言われる

ことは相当つらかったと思いますが、前に進んだのはメンタルの強さだ

と思いました。二つ目は、歌手になるという進路を選択した決断力で

す。やったことがないことに挑戦しようと決断したことが素晴らしいと

思いました。三つ目は、先生はとても努力家だということです。十年間

歌の練習をすると、挫折したり、辞めたいと思ったりすると思います

が、あきらめずに続けたのは素晴らしいと思いました。先生やいろいろ

な人がつらい思いをしたけれど頑張っていることに気付き、自分は今何

をすべきかもっと考えていかなければならないと思いました。今回聞い

たことを、今後につなげれるように頑張りたいと思います。 

２組  

 僕が心に残ったＣＨＩＫＯ先生の言葉は二つあります。一つ目は、

「メニューを増やす」という言葉です。自分は、一つの物事にとらわれ

てしまうことがあるので、今後様々なことに挑戦し、自分の選択肢を増

やしていきたいと思いました。二つ目は、「自分の思ったことを何も考

えずに言うのはだめ」という言葉です。一度発した言葉は、一生相手の

心に残るという話を聞き、今後は自分の思ったことを頭で考えてから発

言しようと思いました。 

また、今回初めて生演奏と生歌を聴きました。どれもよい曲でした

が、特に応援の曲が心に残りました。ＣＨＩＫＯ先生の歌声を聴き、頑

張ろうという気持ちになりました。 

 

３組  

 今回、ＣＨＩＫＯ先生のエピソードを聞き、言葉の重みを知ることが

できました。過去のつらい経験の話をしているＣＨＩＫＯ先生の表情

は、テレビに出ているときの元気が伝わってくる笑顔とは異なり、つら

かったことが伝わってきました。ＣＨＩＫＯ先生の話を聞き、人を傷つ

けない言葉かどうか考えるなど、丁寧に言葉を使える人間になりたいと

思いました。また、ＣＨＩＫＯ先生の歌声は力強く、魅了されました。

歌声から、元気をもらいました。世の中にはたくさんの生き方、文化や

人権があり、違いがあるからこそ学びや出会いがあることを知り、私も

視野を広げていきたいと思いました。 

１組  

 僕がＣＨＩＫＯ先生の講演で特に印象に残ったことは、二つありま

す。一つ目は、１８歳まで人前で何かをすることが大嫌いだったことで

す。現在のテレビやラジオ等で幅広く活動している姿と大きなギャップ

を感じました。二つ目は、つらい過去の経験があったのに、歌手になっ

たことです。僕も、人と比べてなぜ自分はできないのか考えることがあ

りますが、ＣＨＩＫＯ先生のポジティブな考えを真似したいと思いまし

た。僕は、講演を聞き、みんなと違うからこそ、自分にしかできないこ

とがあるということを知りました。今回学んだことを、今後どう自分の

力にするのか自分なりに工夫して強くなっていきたいと思いました。 

２組  

 僕がＣＨＩＫＯ先生の話を聞いて心に残った言葉は、「自分が嫌いな

まま生きるには人生は長すぎる」という、ＣＨＩＫＯ先生がお母さんか

ら言われた言葉です。少し前まで、自分も勉強や部活動等うまくいか

ず、自分のことがあまり好きではなかったので、ＣＨＩＫＯ先生の話に

共感しました。これからも、自分を嫌いにならずに部活動や勉強に取り

組んでいきたいと思います。また、ＣＨＩＫＯ先生のきれいな歌声の中

に力強さがこもっていて、一生懸命かつ楽しみながら歌っていることが

伝わってきました。自分が選べるメニューを増やすために、僕も新しい

ことに挑戦しようと思いました。 

３組  


